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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　屋根の上に複数の融雪水誘導路を、間隔を置いて設置し、

　前記融雪水誘導路の上から重ねて六角形状の融雪機能及び冷却機能付き太陽光発電屋根

パネルを、前記融雪水誘導路の一つが、融雪機能及び冷却機能付き太陽光発電屋根パネル

の略中央に来るように設置し、かつ、該融雪水誘導路の両隣に設置した融雪水誘導路が、

前記融雪機能及び冷却機能付き太陽光発電屋根パネルの両端の位置に来るように設置して

おり、

　前記融雪機能及び冷却機能付き太陽光発電屋根パネルの下端に中央付近を開放させた雪

止め部を設置することで、

　前記融雪機能及び冷却機能付き太陽光発電屋根パネルから下に向かって流れ落ちる融雪

水が、直接、雨樋まで流れ出るようにしたことを特徴とする融雪機能及び冷却機能付き太

陽光発電屋根パネル複合体、及び複数の融雪水誘導路。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、積雪地域においても使用でき、しかも屋根パネル自体の温度が上がり過ぎて

、発電効率の低下が無いように温度制御することが可能な、融雪機能及び冷却機能付き太

陽光発電屋根パネルに関する。さらに言えば、大気中の塵、埃等による水垢の発生による

発電効率の低下を招くことのない冬場における融雪機能と夏場における冷却機能とを兼ね
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備 え た 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 パ ネ ル に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 近 年 、 エ コ ロ ジ ー 等 の 観 点 か ら 太 陽 電 池 に よ る 太 陽 光 発 電 が 普 及 し て お り 、 山 間 地 域 や

積 雪 地 域 に お い て も 太 陽 光 発 電 に 対 す る 要 求 が 高 ま っ て い る 。 比 較 的 年 間 気 温 が 低 い 山 間

地 域 に お い て は 、 太 陽 光 発 電 パ ネ ル 自 体 の 温 度 上 昇 が 少 な く 、 夏 期 の 太 陽 光 発 電 は 効 率 が

良 い 反 面 、 冬 期 の 積 雪 に よ る 太 陽 光 遮 断 が 懸 念 さ れ る 。 そ し て 、 積 雪 地 域 に お い て は 、 冬

場 の 降 り 積 る 雪 に よ り 、 太 陽 光 線 を 遮 ら れ て し ま い 発 電 能 力 を 著 し く 低 下 さ せ て し ま う と

共 に 、 堆 積 す る 雪 の 荷 重 は 、 太 陽 光 発 電 パ ネ ル 自 体 に 大 き な 損 傷 を 与 え て い る 。 従 っ て 、

積 雪 地 域 で 太 陽 光 発 電 を 普 及 さ せ る た め に は 、 積 雪 に 対 応 す る た め 、 融 雪 機 能 を 持 た せ た

太 陽 光 発 電 パ ネ ル が 必 要 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 夏 場 に お い て 太 陽 光 発 電 パ ネ ル 自 体 の 温 度 は 、 太 陽 か ら の 放 射 に よ り 温 度 が ６ ０ ～ ８ ０

℃ に も 達 す る こ と が あ る が 、 太 陽 電 池 は 、 温 度 が 上 昇 し 過 ぎ る こ と で 出 力 が 低 下 す る 現 象

が 見 ら れ る 。 原 理 的 に は 、 高 温 に お い て 禁 制 帯 幅 （ シ リ コ ン で は １ ． ２ ｅ Ｖ ） が 減 少 す る

こ と で 出 力 電 圧 が 低 下 す る た め で あ る 。 従 っ て 、 夏 場 に お い て は 、 太 陽 光 発 電 パ ネ ル 自 体

の 温 度 が 上 昇 し 過 ぎ な い よ う に 温 度 制 御 す る こ と が 必 要 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 一 方 、 太 陽 光 発 電 パ ネ ル は 、 表 面 に 付 着 す る 黄 砂 等 の 汚 れ や 酸 性 雨 に よ る パ ネ ル 面 の 劣

化 や 、 空 気 中 の 塵 、 埃 等 が パ ネ ル 表 面 に 付 着 （ い わ ゆ る 水 垢 ） に よ っ て 発 電 効 率 が 低 下 し

て し ま う こ と が 知 ら れ て い る 。 雪 や 雨 は 大 気 中 の 塵 等 を 含 ん で お り 、 そ れ ら が 、 パ ネ ル 上

に お い て 流 れ 切 ら ず に 残 っ て し ま う こ と で 、 塵 等 の 残 留 物 が パ ネ ル 上 に 水 垢 と し て 付 着 し

て し ま う 。 現 状 の 太 陽 光 発 電 パ ネ ル で は 、 塵 等 の 残 留 物 が パ ネ ル 上 に 水 垢 と し て 付 着 し て

し ま う こ と は 避 け ら れ な い 。 従 っ て 、 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル の 汚 れ を 防 ぐ た め に は 、 汚 れ

が 付 き に く い よ う に コ ー テ ィ ン グ し た 特 殊 な ガ ラ ス 等 で 対 応 す る 、 定 期 的 に 精 製 水 等 で 汚

れ を 除 去 す る た め に 屋 根 パ ネ ル 自 体 を 水 洗 す る 、 等 の 対 応 が 必 要 で あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 １ の 如 く 、 融 雪 用 の 水 を 汲 み 上 げ て 散 水 す る ポ ン プ と 、 こ の ポ ン プ が 設 け ら れ

た ポ ン プ 設 置 構 造 物 と 、 上 記 ポ ン プ 設 置 構 造 物 に 取 り 付 け ら れ た 太 陽 電 池 パ ネ ル と を 備 え

、 上 記 太 陽 電 池 パ ネ ル に よ り 発 電 し た 電 力 を 上 記 ポ ン プ の 駆 動 モ ー タ に 供 給 す る と と も に

、 上 記 ポ ン プ が 電 力 を 必 要 と し て い な い 時 は 、 上 記 太 陽 電 池 パ ネ ル で 発 電 し た 電 力 を 商 用

電 源 側 に 流 す 配 電 盤 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 太 陽 光 発 電 兼 用 融 雪 装 置 （ 特 許 文 献 １ ： 請

求 項 １ ） が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 特 許 文 献 １ に 係 る 発 明 は 、 簡 単 に 言 え ば 、 太 陽 光 発 電 と 融 雪 装 置 を 効 果 的 に 組 み 合 わ せ

て 、 双 方 の 利 点 を 生 か す こ と が で き る 太 陽 光 発 電 兼 用 融 雪 装 置 の 発 明 で あ る 。 融 雪 用 の 地

下 水 を ポ ン プ で 屋 根 ま で 汲 み 上 げ て 、 太 陽 光 発 電 パ ネ ル を 設 置 し た 屋 根 の 上 か ら 下 に 向 か

っ て 流 す こ と に よ り 、 太 陽 光 発 電 パ ネ ル に 降 り 積 っ た 雪 を 融 雪 し よ う と す る も の で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ５ ５ ２ ７ ２

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 特 許 文 献 １ に 係 る 発 明 で あ れ ば 、 外 気 温 が ０ ℃ 付 近 で あ っ て 、 あ る 程 度 ま で の 積 雪 量 で

あ れ ば 、 地 下 水 を 流 し て 融 雪 す る こ と が で き る し 、 夏 場 で あ れ ば 太 陽 光 発 電 パ ネ ル の 温 度

制 御 も で き る し 、 さ ら に 塵 や 埃 も 洗 い 流 す こ と も で き る と 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 外

気 温 マ イ ナ ス １ ０ ℃ 以 下 の 条 件 で は 、 地 下 水 を 流 す こ と 自 体 が 困 難 に な っ て く る と 考 え ら

れ 好 ま し く な い 。 さ ら に 、 例 え ば 大 量 の 積 雪 （ １ ｍ 程 度 ） を 融 雪 す る た め に は 大 量 の 地 下
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水 が 必 要 で あ り 、 大 量 の 地 下 水 を 汲 み 上 げ る こ と に よ っ て 地 盤 沈 下 が 発 生 す る 虞 も あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 積 雪 地 帯 で あ っ て も 融 雪 機 能 を 持 た せ 、 か つ 、 夏 場 に パ ネ ル 自 体 の 温

度 が 上 が り 過 ぎ な い よ う に 制 御 す る こ と が 可 能 で 、 し か も 大 気 中 の 塵 、 埃 等 に よ る 水 垢 の

発 生 に よ る 発 電 効 率 の 低 下 を 招 く こ と の な い 融 雪 機 能 、 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根

パ ネ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 は 、 屋 根 の 上 に 複 数 の 融 雪 水

誘 導 路 を 、 間 隔 を 置 い て 設 置 し 、 前 記 融 雪 水 誘 導 路 の 上 か ら 重 ね て 六 角 形 状 の 融 雪 機 能 及

び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル を 、 前 記 融 雪 水 誘 導 路 の 一 つ が 、 融 雪 機 能 及 び 冷 却

機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル の 略 中 央 に 来 る よ う に 設 置 し 、 か つ 、 該 融 雪 水 誘 導 路 の 両

隣 に 設 置 し た 融 雪 水 誘 導 路 が 、 前 記 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル の 両

端 の 位 置 に 来 る よ う に 設 置 し て お り 、 前 記 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ

ル の 下 端 に 中 央 付 近 を 開 放 さ せ た 雪 止 め 部 を 設 置 す る こ と で 、 前 記 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能

付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル か ら 下 に 向 か っ て 流 れ 落 ち る 融 雪 水 が 、 直 接 、 雨 樋 ま で 流 れ 出

る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル 複 合 体 、

及 び 複 数 の 融 雪 水 誘 導 路 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 願 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 冬 場 で あ れ ば 、 内 部 に 通 路 を 備 え た パ ネ ル ベ ー ス

部 に 水 蒸 気 や 温 水 等 を 通 過 さ せ 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 の 熱 が 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル に 伝 わ る こ

と に よ り 、 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル 上 に 堆 積 し た 積 雪 を 融 雪 す る こ と が で き る 。 夏 場 で あ れ

ば 、 内 部 に 通 路 を 備 え た パ ネ ル ベ ー ス 部 に 常 温 の 水 道 水 等 を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 屋 根

パ ネ ル 自 体 の 温 度 が 上 が り 過 ぎ な い よ う に 制 御 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 さ ら に 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 の 真 下 に 、 前 記 雪 止 め 部 の 開 放 さ せ た 中 央 付 近 か ら 流 れ 出 る 融

雪 し た 水 が 、 雨 樋 ま で 直 接 流 れ る よ う に 融 雪 水 誘 導 路 を 設 置 し た こ と に よ り 、 屋 根 パ ネ ル

一 枚 分 の 長 さ 以 上 の 距 離 を 雪 解 け 水 、 雨 水 等 が 屋 根 パ ネ ル 上 を 通 過 し な い の で 、 塵 や 埃 は

、 全 て 洗 い 流 さ れ て し ま い 、 水 垢 と な っ て 屋 根 パ ネ ル に 付 着 す る こ と が ほ と ん ど 無 い 。 従

っ て 、 大 気 中 の 塵 、 埃 等 に よ る 水 垢 の 発 生 に よ る 発 電 効 率 の 低 下 を 招 く こ と は 無 い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 願 の 請 求 項 ２ 及 び 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 の 形 状 は 、 六 角 形 状

で あ り 、 し か も 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 の 下 端 に は 雪 止 め を 設 置 し た の で 、 融 雪 水 や 雨 水 が パ ネ

ル の 下 端 に 集 中 す る よ う な 構 造 に な っ て い る 。 そ し て 、 集 ま っ た 融 雪 は 、 雨 樋 ま で 直 接 流

れ る よ う に 配 管 し て あ る の で 、 塵 や 埃 が 水 垢 と な っ て パ ネ ル に 付 着 す る こ と が 無 い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル の 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル の 集 合 体 と し て 記 載 し た 全 体 図

で あ る 。

【 図 ３ 】 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル の 使 用 状 態 を 表 す 全 体 図 で あ る

。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

＜ 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル の 構 造 ＞

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １ ０ に つ い て 、 図

１ ～ 図 ３ を 参 照 し つ つ 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋

根 パ ネ ル 融 雪 屋 根 パ ネ ル １ ０ の 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。 図 １ に 記 載 し た よ う に 、 本 発 明

に 係 る 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １ ０ は 、 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル ２
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０ と 、 内 部 に 水 蒸 気 や 温 水 等 の 流 体 が 通 過 す る こ と の で き る 通 路 を 備 え た パ ネ ル ベ ー ス 部

３ ０ と 、 雪 止 め 部 ４ ０ と 融 雪 水 誘 導 路 ５ ０ か ら な る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １ ０ の 構 造 は 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ の

上 に 重 ね て 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル ２ ０ を 設 置 し 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ の 下 端 に 、 図 １ の よ

う に 中 央 付 近 を 開 放 さ せ た 形 で 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ 面 に 対 し 、 略 垂 直 方 向 に 立 設 し て 雪

止 め 部 ４ ０ が 設 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ２ に 記 載 し た よ う に 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ の 真

下 に 、 雪 止 め 部 ４ ０ の 開 放 さ せ た 中 央 付 近 か ら 流 れ 出 る 融 雪 水 が 、 他 の 屋 根 パ ネ ル を 経 由

す る こ と な く 雨 樋 ま で 直 接 流 れ る よ う に 、 融 雪 水 誘 導 路 ５ ０ が 設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ は 、 枠 体 と 枠 体 の 上 側 と 下 側 に 取 り 付 け ら れ る 面 材 か ら な り 、 枠 体

内 に 通 路 を 設 け 、 通 路 の 一 端 部 か ら 水 蒸 気 等 の 流 体 を 供 給 し 、 他 端 部 か ら 水 蒸 気 等 の 流 体

を 排 出 す る よ う に な っ て い る 。 図 １ に 記 載 し た よ う に 、 枠 体 内 に 設 け ら れ た 流 体 を 通 過 さ

せ る 通 路 は 、 屋 根 パ ネ ル 内 部 を 蛇 行 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 冬 場 に 屋 根 に 降 り 積 っ た 雪 を 融 雪 す る た め に は 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ 内 部 に 水 蒸 気 や 温

水 を 通 過 さ せ 、 発 生 し た 熱 が 屋 根 パ ネ ル に 伝 導 す る こ と に よ り 、 融 雪 で き る よ う に な っ て

い る 。 夏 場 に 屋 根 パ ネ ル 自 体 の 温 度 が 上 が り 過 ぎ な い よ う に 制 御 す る た め に は 、 パ ネ ル ベ

ー ス 部 ３ ０ 内 部 に 常 温 の 水 道 水 等 を 通 過 さ せ る 。 屋 根 パ ネ ル の 側 面 の 高 さ と 幅 と の 比 率 は

０ ． ０ ０ ５ ～ ０ ． １ で あ り 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ の 形 状 は 六 角 形 で あ る 。 実 際 に 屋 根 を 設

置 す る と き は 、 屋 根 パ ネ ル を 複 数 並 べ て 設 置 し た 屋 根 パ ネ ル の 集 合 体 と な る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ２ は 、 図 １ の 融 雪 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １ ０ を 、 実 際 に 屋 根 材 と し て 機 能 さ

せ る た め に 、 複 数 枚 取 り 付 け た 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １ ０ の 集

合 体 と し て 記 載 し た 全 体 図 で あ る 。 図 ２ に 記 載 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 融 雪 機 能 付 き 太

陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １ ０ を 屋 根 と し て 設 置 す る 際 、 六 角 形 状 の 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き

太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １ ０ を 千 鳥 状 に 敷 設 す る こ と に な る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 に 係 る 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １ ０ は 、 パ ネ ル の 形 状 や

構 造 及 び 材 質 に 特 殊 技 術 を 駆 使 し 、 屋 根 材 と し て 組 み 立 て ら れ る 組 付 け 手 順 の 構 築 、 か つ

、 パ ネ ル そ の も の が 屋 根 材 と し て 使 用 で き る よ う に 形 状 や 構 造 、 及 び 材 質 を 選 択 し 、 か つ

、 メ ン テ ナ ン ス し 易 い よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 屋 根 パ ネ ル 毎 、 一 枚 単 位 で 屋 根 上 の ど の

場 所 に お い て も 、 取 り 外 し 可 能 と し た 屋 根 パ ネ ル と な っ て い る 。 積 雪 に 対 応 で き る 太 陽 光

発 電 パ ネ ル と し て 、 融 雪 機 能 を 備 え 、 夏 場 の 温 度 上 昇 に よ る 発 電 効 率 低 下 対 策 と し て 、 屋

根 パ ネ ル 自 体 の 温 度 が 上 が り 過 ぎ な い よ う に 制 御 す る こ と が 可 能 で 、 し か も 大 気 中 の 塵 、

埃 等 に よ る 水 垢 の 発 生 に よ る 発 電 効 率 の 低 下 を 招 く こ と も 無 く 、 さ ら に 、 建 築 物 の 屋 根 と

し て の 使 用 に も 十 分 に 耐 え ら れ る 融 雪 性 能 及 び 冷 却 機 能 を 備 え た 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付

き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

＜ 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル の 使 用 方 法 ＞

　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル の 使 用 状 態 の 説

明 図 で あ る 。 冬 場 の 融 雪 時 で あ れ ば 、 水 蒸 気 や 温 水 の 流 れ を 表 し て お り 、 本 発 明 に 係 る 融

雪 使 用 時 の シ ス テ ム 全 体 を 示 し て い る 。 ま ず 、 専 用 の 受 水 槽 に 貯 水 し て あ る 水 道 水 を 加 圧

ポ ン プ に よ り 加 圧 し 、 蒸 気 ボ イ ラ ー に 送 る 。 次 に 、 蒸 気 ボ イ ラ ー よ り 発 生 し た 蒸 気 を 、 往

き 配 管 か ら 屋 根 パ ネ ル へ 送 り 、 連 結 管 を 通 過 し 、 戻 り 側 屋 根 パ ネ ル を 通 過 し 、 戻 り 側 配 管

を 経 由 し て 、 受 水 槽 に 戻 す 。 受 水 槽 は 、 通 常 は 凍 結 不 凍 帯 に 敷 設 し 、 あ ら か じ め 水 道 水 が

一 定 量 保 持 し て あ る 構 造 と し 、 戻 り 蒸 気 を 再 液 化 さ せ る よ う に な っ て い る 。 再 液 化 さ れ た

蒸 気 を 再 び 加 圧 ポ ン プ に よ り 上 記 ボ イ ラ ー へ 送 る 。 こ れ ら の 一 連 の サ イ ク ル を 繰 り 返 す 事

に よ り 、 屋 根 上 の 雪 を 融 雪 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 夏 場 に 冷 却 シ ス テ ム と し て 使 用 す る 場 合 は 、 常 温 の 水 道 水 を 往 き 配 管 に よ り 屋 根 パ ネ ル

へ 送 り 、 連 結 管 を 通 過 し 、 戻 り 側 屋 根 パ ネ ル を 通 過 し 、 戻 り 側 配 管 を へ て 、 屋 根 パ ネ ル を

冷 や す た め に 温 ま っ た 水 道 水 を 受 水 槽 に 戻 す 。 受 水 槽 に は 、 予 め 水 道 水 が 一 定 量 保 持 し て

あ る 。 そ し て 、 水 道 水 を 再 び ポ ン プ を 使 用 し て 送 る 。 こ れ ら の 一 連 の サ イ ク ル を 繰 り 返 す

事 に よ り 、 屋 根 パ ネ ル の 温 度 が 上 が り 過 ぎ な い よ う に 温 度 制 御 す る 。 そ し て 、 屋 根 パ ネ ル

を 冷 却 す る た め に 循 環 さ せ た 水 道 水 は 、 あ る 程 度 暖 め ら れ 温 水 と な る が 、 お 風 呂 等 家 庭 用

に 使 用 す る こ と が で き る た め 、 エ コ で あ り 経 済 的 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

＜ 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル の 効 果 ＞

　 本 願 に 係 る 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １ ０ に よ れ ば 、 雪 が 降 り 積

も る 冬 場 で あ れ ば 、 内 部 に 通 路 を 備 え た パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ に 水 蒸 気 や 温 水 等 を 通 過 さ せ

、 パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ の 熱 が 、 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １ ０ に 伝

わ る こ と に よ り 、 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １ ０ 上 に 堆 積 し た 積 雪

を 融 雪 す る こ と が で き る 。 夏 場 で あ れ ば 、 内 部 に 通 路 を 備 え た パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ に 常 温

の 水 道 水 等 を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １

０ 自 体 の 温 度 が 上 が り 過 ぎ な い よ う に 制 御 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 さ ら に 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ の 真 下 に 、 雪 止 め 部 ４ ０ の 開 放 さ せ た 中 央 付 近 か ら 流 れ 出

る 融 雪 水 が 、 雨 樋 ま で 直 接 流 れ る よ う に 融 雪 水 誘 導 路 ５ ０ を 設 置 し た こ と に よ り 、 屋 根 パ

ネ ル 一 枚 分 の 長 さ 以 上 の 距 離 を 雪 解 け 水 、 雨 水 等 が 屋 根 パ ネ ル 上 を 通 過 し な い の で 、 塵 や

埃 は 、 全 て 洗 い 流 さ れ て し ま い 、 水 垢 と な っ て 屋 根 パ ネ ル に 付 着 す る こ と が ほ と ん ど 無 い

。 従 っ て 、 大 気 中 の 塵 、 埃 等 に よ る 水 垢 の 発 生 に よ る 発 電 効 率 の 低 下 を 招 く こ と は 無 い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 そ し て 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ の 形 状 は 、 六 角 形 状 で あ り 、 し か も 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０

の 下 端 に は 雪 止 め 部 ４ ０ を 設 置 し た の で 、 融 雪 水 や 雨 水 が パ ネ ル の 下 端 に 集 中 す る よ う な

構 造 に な っ て い る 。 そ し て 、 集 ま っ た 融 雪 は 、 雨 樋 ま で 直 接 流 れ る よ う に 配 管 し て あ る の

で 、 塵 や 埃 が 水 垢 と な っ て パ ネ ル に 付 着 す る こ と が 無 い 。 従 っ て 、 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル

の 汚 れ を 防 ぐ た め 、 汚 れ が 付 き に く い よ う に コ ー テ ィ ン グ し た 特 殊 な ガ ラ ス 等 で 対 応 す る

必 要 も な い し 、 定 期 的 に 精 製 水 等 で 汚 れ を 除 去 す る た め に 屋 根 パ ネ ル 自 体 を 水 洗 す る 、 等

の 対 応 も 不 要 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

＜ 融 雪 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル の 変 更 例 ＞

　 本 発 明 に 係 る 融 雪 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル １ ０ の 構 成 は 、 上 記 実 施 形 態 の 態 様 に

何 ら 限 定 さ れ る も の で は な く 、 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル ２ ０ 、 パ ネ ル ベ ー ス 部 ３ ０ 、 雪 止 め

部 ４ ０ 、 融 雪 水 誘 導 路 ５ ０ 等 の 構 成 を 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 必 要 に 応 じ て

適 宜 変 更 す る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 発 明 に 係 る 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル は 、 上 記 の 如 く 優 れ た 効

果 を 奏 す る も の で あ る の で 、 積 雪 地 域 に お い て 使 用 す る 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル に 関 す る 分

野 で 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 １ ０ ・ ・ 融 雪 機 能 及 び 冷 却 機 能 付 き 太 陽 光 発 電 屋 根 パ ネ ル

　 ２ ０ ・ ・ 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル

　 ３ ０ ・ ・ パ ネ ル ベ ー ス 部

　 ４ ０ ・ ・ 雪 止 め 部

　 ５ ０ ・ ・ 融 雪 水 誘 導 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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